


令和６年度　第１回　市長と語ろう！車座タウンミーティング
令和6年12月１日（日曜日）
午前１０時～11時30分
市立公民館 2階 講座室2
参加者：女性 ２人 合計 2人　（職員、事務局、傍聴者を除く）

【意見交換要旨】
	市民
	市長

	子育ての悩みは変わらない。子育ての相談場所は増えたが、外出できないお母さんへの支援が不足している。
	市では行財政改革を進めており、財源を生み出して教育に投資する計画を立てている。持続可能な教育投資を実現するために、公共施設の数を減らし、その分の資金を教育に再投資する方針。具体的には、認知機能を高めるトレーニングや放課後の学習塾などに投資し、これを長期的に続けるための財源を確保することを目指している。

	性教育は単に性行為について教えるだけでなく、人権や多様性の理解を深めるための基盤になる。性教育や教育の充実を通じて子どもたちが正しい知識を身につけ、自分の人生を考える力を養うことが重要。
	

	公民館が老朽化で閉鎖されると、地域活動の場が減少し高齢者の活動が減る可能性がある。
	市の財政や人的資源をバランスよく使い、将来的にも持続可能な市政を目指し、公民館の存続や教育への再投資など、限られた資源をどのように配分するかが重要。ローコストで最大の効果を出す政策を実践することが求められる。既存の施設を活用し、効率的に市民のニーズに応える方法が大事だと思っている。

	地域活動や市民との協働を通じて、行政と市民が一緒に問題を解決することが重要。特に子どもの教育や育成においては、教師の負担が増えないよう地域全体で子供たちを支える取り組みが大事だと思う。
	

	商店街が衰退しているので盛り上げたい。例えば商店街の空きスペースを市が借り上げてNPOに提供するなどの方法で、子育て支援の場を設けられたらと思う。また、旭・太田が認定こども園になったら跡地も利用できる。児童館がないので既存のフリースクールやNPOと協力してプレーパークのような場も作ってほしい。
	個人の意見だけでなく、様々な専門知識を持つ職員や議員の意見を取り入れてバランスの取れた予算を立てることが重要。優先順位を決める際は、全体の意見を反映させることが大切。市の財政健全性を高めることで、実現可能なことを増やす努力も重要だと思う。

	新庁舎の建設場所について、最終的に福祉センターの隣に建設されることになったが、新たに設計費用がかかるので、無駄な設計費用を減らすことが重要だと思う。
	新庁舎について、最初に決定した場所に活断層があることが判明したが、専門家の調査によりその場所は危険ではないとされた。しかし、市民の意見を尊重し、安全性を重視し、議会の決定により最終的には福祉総合センター横の敷地に変更となった。最初の案では100億円の予定だったが、新しい案では140億円かかる見込み。

	防災の観点から、南海線より上に避難するよう指示されている中で、新庁舎が南海線より下なのが疑問だった。緊急時に指令を出す庁舎の位置について最初の検討段階から考えておく必要があったと思う。
	






